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輩
小
の
先
輩

「
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
と
伝
統
を
尊
重
し
、
日
本
に
ふ
さ
わ

し
い
中
正
な
教
育
を
推
進
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
教
護
と
品
槌
の
向
上
に
つ
と
め
、
真
理
愛

の
溝
神
と
と
も
に
、
明
る
く
純
粋
な
教
育
を
研
修
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
個
人
の
自
主
尊
厳
を
樽
垂
し
っ
つ
、
政
治

的
中
立
を
厳
守
し
、
主
体
性
を
堅
持
す
る
。

【
巻
頭
言
】

明
治
初
年
の
岐
阜
県
の
教
育

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
　
坂
口
浩
之

本
年
は
明
治
元
年
か
ら
満
百
五
十
年
の

年
に
当
た
り
、
「
明
治
の
歩
み
を
つ
な
ぐ
、

つ
た
え
る
」
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
の
わ
が
国
の
目
覚
ま
し
い
近
代

化
の
中
で
、
最
初
に
着
手
さ
れ
た
の
が
教

育
改
革
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
今
日
に
つ
な
が
る
近
代
的
学
校
制

度
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
　
の
学
制

発
布
か
ら
始
ま
っ
た
。
明
治
六
年
の
地
租

改
正
や
徴
丘
谷
下
、
廃
刀
令
等
よ
り
早
か
っ

た
の
で
あ
る
。
「
国
民
皆
学
」
を
目
指
し
た

文
部
省
は
、

学
制
の
着
手

順
序
の
第
一

に
　
「
厚
ク
カ

ヲ
小
学
校
二

可
用
事
」
を

挙
げ
、
各
府

県
に
対
し
小

学
校
の
設
立

を
積
極
的
に

推
進
し
た
。
当
時
、
岐
阜
県
に
お
け
る
学

校
設
立
の
動
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

小
学
校
の
設
立

岐
阜
県
は
明
治
四
年
十
一
月
、
旧
幕
府

領
の
笠
松
県
や
旧
藩
の
大
垣
県
、
加
納
県

等
九
県
と
尾
張
藩
等
の
旧
領
が
合
併
し
、

江
戸
時
代
に
領
主
分
立
が
長
く
続
い
た
美

濃
国
一
円
を
県
土
と
し
て
成
立
し
た
（
飛

騨
合
併
は
明
治
九
年
）
。
初
代
県
令
長
谷
川

恕
連
と
権
参
事
小
崎
利
準
は
、
県
行
政
組

織
の
整
備
と
旧
藩
以
来
の
負
債
や
藩
札
の

整
理
等
山
積
す
る
諸
課
題
に
直
面
し
な
が

ら
、
明
治
五
年
八
月
の
学
制
発
布
を
受
け

て
小
学
校
設
立
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
が
、
そ
の
困
難
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
、
早
く
も
同
年
十
一
月
に
は
最

初
の
小
学
校
設
立
の
伺
い
が
県
か
ら
文
部

省
に
提
出
さ
れ
た
。
大
垣
の
士
族
や
市
民

が
い
ち
早
く
「
小
学
義
校
」
開
校
に
動
き
、

県
も
こ
れ
を
早
期
開
校
す
る
こ
と
で
他
の

手
本
と
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
文

部
省
は
当
月
中
に
こ
れ
を
認
可
し
、
明
治

六
年
一
月
、
新
制
度
に
基
づ
く
岐
阜
県
最

初
の
小
学
校
で
あ
る
「
興
文
小
学
義
校
」

が
大
垣
の
地
に
誕
生
し
た
。
な
ぜ
大
垣
が

最
初
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
同
地
に
は
天

保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
大
垣
藩
が
設

立
し
た
藩
校
が
存
在
し
、
大
垣
県
の
岐
阜

県
へ
の
統
合
に
よ
り
明
治
四
年
に
閉
校
す

る
ま
で
、
同
地
の
学
問
隆
盛
の
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
い
え
る
。
つ

ま
り
無
か
ら
有
を
生
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
以
来
地
域
に
根
付
い
た
学
問
を

愛
す
る
伝
統
の
上
に
、
住
民
と
県
当
局
の

努
力
に
よ
り
新
た
な
学
校
が
設
立
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

県
は
学
校
設
立
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

で
き
る
だ
け
官
費
に
頼
ら
ず
、
地
域
の
有

志
有
力
者
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
の
利
息
、

投
下
の
家
や
土
地
へ
の
割
賦
、
生
徒
授
業

料
等
民
費
を
校
費
に
充
て
る
「
小
学
義
校
」

の
手
法
を
と
っ
た
。
ま
た
、
管
内
を
五
つ

の
中
学
区
に
分
け
て
当
分
の
設
立
目
標
を

三
百
四
十
校
と
し
、
学
区
取
締
を
置
い
て

学
校
設
立
の
事
務
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

大
垣
を
皮
切
り
に
、
明
治
六
年
に
は
岐
阜

県
か
ら
続
々
と
小
学
校
開
業
願
書
が
文
部

省
に
提
出
さ
れ
、
認
可
さ
れ
た
。
同
年
十

月
に
は
そ
の
数
が
五
百
余
校
に
及
ん
だ
と

い
う
。
な
お
、
小
学
義
校
の
設
立
が
困
難

な
地
域
に
は
、
文
部
省
か
ら
の
委
託
金
の

一
部
を
用
い
て
官
立
小
学
校
を
設
立
し
た
。

こ
う
し
て
多
数
の
小
学
校
が
一
斉
に
設

立
さ
れ
た
も
の
の
、
教
員
や
教
則
の
水
準

が
そ
れ
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

県
は
、
文
部
省
か
ら
の
委
託
金
の
一
部
を

用
い
て
師
範
学
校
に
準
ず
る
小
学
師
範
学

業
教
授
所
を
設
置
し
、
各
校
の
教
員
を
順

に
数
ヵ
月
間
入
校
さ
せ
て
、
小
学
教
授
の

方
法
を
教
授
す
る
こ
と
と
し
た
。
明
治
六

年
十
二
月
、
師
範
研
習
学
校
と
呼
ば
れ
る

教
授
所
が
旧
大
垣
藩
庁
跡
に
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
明
治
七
年
四
月
、
県
庁
所
在
地

で
あ
っ
た
岐
阜
町
に
他
の
手
本
と
な
る
小

学
校
を
設
立
し
た
い
と
し
て
、
官
立
の
金

華
、
伊
奈
波
両
校
の
開
校
を
文
部
省
に
願

い
出
て
認
可
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
後
追
い

の
施
策
と
は
い
え
、
他
の
諸
改
革
と
並
行

し
な
が
ら
今
日
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
学
校
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

学
校
設
立
と
県
民
の
協
力

前
述
の
と
お
り
、
文
部
省
は
小
学
校
設

立
を
最
優
先
し
て
お
り
、
中
学
校
に
つ
い

て
は
学
制
の
着
手
順
序
の
第
四
に
「
漸
次

中
学
ヲ
設
ク
へ
キ
事
」
と
し
て
、
決
し
て

急
が
な
い
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、

岐
阜
県
は
明
治
七
年
五
月
に
は
中
学
校
設

立
を
文
部
省
に
願
い
出
て
認
可
さ
れ
て
い

る
。
県
は
設
立
を
急
い
だ
理
由
と
し
て
、

小
学
校
の
整
備
が
日
を
追
っ
て
隆
盛
と
な
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り
生
徒
の
学
業
が
順
調
に
進
歩
し
て
い
る

の
で
、
優
秀
な
生
徒
に
予
め
次
の
目
的
を

立
て
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
。

そ
の
設
立
伺
い
の
中
で
も
う
一
つ
注
目

す
べ
き
は
、
地
域
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
小

学
校
の
資
金
が
約
五
十
万
円
に
及
ぶ
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。
文
部
省
か
ら
岐
阜
県
へ

の
委
託
金
は
明
治
六
年
の
時
点
で
総
額
五

千
六
百
円
で
あ
り
、
寄
付
の
多
く
が
十
年

賦
の
分
割
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、
比
較
に
な
ら
な
い
金
額
と
い
え
る
。

小
学
義
校
、
師
範
研
習
学
校
、
官
立
小

学
校
、
中
学
校
と
諸
学
校
の
設
立
が
相
次

ぐ
中
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
有
志
か
ら
多

額
の
寄
付
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
寄
付

者
の
氏
名
と
金
額
に
つ
い
て
は
、
学
区
取

締
が
取
り
ま
と
め
て
県
に
報
告
し
、
県
は

こ
れ
を
奇
特
な
行
為
で
あ
る
と
し
て
内
務

省
へ
賞
賜
伺
を
提
出
し
た
。
内
務
省
は
、

寄
付
金
額
に
応
じ
て
銀
盃
や
木
盃
を
下
賜

し
、
こ
れ
を
貸
し
た
。
寄
付
が
十
年
賦
の

分
割
払
い
の
場
合
、
全
額
の
寄
付
が
済
む

ま
で
は
賞
賜
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
よ

ぅ
だ
が
、
県
は
十
年
賦
の
寄
付
者
で
も
、

一
年
目
で
既
に
賞
賜
の
基
準
額
を
超
え
る

者
が
い
る
と
し
て
内
務
省
に
掛
け
合
い
、

賞
賜
を
認
め
さ
せ
て
彼
ら
の
懇
志
に
報
い

て
い
る
。

国
家
百
年
の
計
は
教
育
に
あ
り
、
と
言

わ
れ
る
。
平
成
の
後
に
続
く
時
代
を
展
望

す
る
に
あ
た
り
、
明
治
初
年
の
県
と
県
民

の
姿
は
そ
れ
を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

「
教
育
勅
語
」
の
再
発
見

排
除
。
失
効
に
至
る
時
代
背
景
か
ら

浅
野
義
英

は
じ
め
に

昨
年
、
森
友
学
園
の
土
地
買
収
に
か
か

わ
る
国
会
審
議
の
中
で
、
野
党
議
員
は
学

園
の
教
育
内
容
ま
で
追
求
し
た
。
そ
し
て

児
童
に
教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ
て
い
た
こ

と
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
学
園
の
創
設

と
一
緒
に
し
て
悪
い
印
象
を
植
え
付
け
た

こ
と
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

マ
ス
デ
イ
ア
や
、
左
派
の
評
論
家
は
そ
れ

に
便
乗
し
て
教
育
勅
語
を
否
定
す
る
言
論

を
展
開
し
た
。
救
い
は
政
府
が
「
教
材
と

し
て
の
教
育
勅
語
の
否
定
」
　
の
言
質
を
取

ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
あ

る。

で
は
教
育

勅
語
は
本
当

に
排
除
す
べ

き
存
在
な
の

か
。
な
ぜ
今

日
の
よ
う
な

扱
い
に
な
っ

た
の
か
。

世
代
で
違

う
教
育
勅
語

へ
の
意
識

昭
和
初
期

に
生
ま
れ
た
人
は
、
満
州
事
変
・
支
那
事

変
・
大
東
亜
戦
争
と
、
日
本
の
戦
時
体
制

を
経
験
し
、
親
族
が
戦
死
し
た
り
、
戦
時

下
の
物
資
が
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
り

し
て
い
る
人
が
多
い
。
ま
た
戦
後
、
G
H

Q
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
戦
前
の
我
が
国

の
価
値
親
が
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
、
国
民

精
神
の
支
え
で
あ
っ
た
教
育
勅
語
は
軍
国

主
義
の
元
で
あ
る
と
の
宣
伝
も
あ
っ
て
、

批
判
的
に
見
る
人
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
明
治
・
大
正
時
代
の
人

は
教
育
勅
語
を
肯
定
す
る
。
こ
の
時
代
は

日
清
・
日
露
の
大
戦
に
勝
ち
、
第
一
次
大

戦
な
ど
の
対
外
的
な
緊
張
と
、
政
党
政
治

の
対
立
な
ど
で
混
迷
は
あ
っ
た
も
の
の
、

比
較
的
穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

日
本
は
資
源
が
少
な
く
、
産
業
の
生
産

性
も
現
在
の
一
万
分
の
一
程
の
生
産
力
し

か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
全
体
が
貧

し
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
分
か
ち
あ
っ
て
生

活
を
す
る
心
の
豊
か
さ
が
あ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
道
徳
的
意
識
は
高
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
培
っ
た
の
が
教
育
勅
語
で
あ

った。教
育
勅
語
の
発
布
と
そ
の
影
響

教
育
勅
語
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九

〇
）
十
一
月
に
発
布
さ
れ
た
。
維
新
を
へ

て
近
代
化
を
急
い
だ
日
本
。
社
会
の
欧
化

の
流
れ
に
危
機
感
を
い
だ
か
れ
た
明
治
天

皇
は
、
我
が
国
の
道
徳
の
根
本
を
示
し
、

自
ら
実
践
を
蕾
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

内
容
を
訳
し
て
列
記
す
る
と

①
親
に
孝
行
を
尽
く
す

②
兄
弟
・
姉
妹
は
仲
良
く
す
る

③
夫
婦
は
助
け
合
う

④
友
と
の
信
頼
を
大
切
に
す
る

⑤
言
動
を
慎
む

⑥
博
愛
の
心
を
広
め
る

⑦
学
問
を
修
め
、
職
業
技
術
を
身
に
つ
け

る⑧
知
識
や
才
能
を
啓
発
し
伸
ば
す

⑨
徳
性
を
伸
ば
し
、
人
格
を
向
上
さ
せ
る

⑩
社
会
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
行
う

⑪
憲
法
や
法
律
を
守
る

⑫
義
勇
の
心
で
国
を
守
る

と
な
る
。
こ
れ
ら
は
世
界
の
誰
も
が
大
切

に
し
て
い
る
当
然
な
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
。
現
在
の
我
が
国
で
問
題
に
な
り
そ
う

な
⑫
「
義
勇
の
心
で
国
を
守
る
」
も
、
ど

の
国
の
憲
法
に
も
書
い
て
あ
る
内
容
で
、

祖
国
防
衛
は
国
民
の
基
局
な
義
務
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
教
育
勅
語
が
約
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
家
庭
や
学
校
で
教
え
ら
れ
、
徹
底
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
私
達
の
祖
父
母

に
あ
た
る
明
治
・
大
正
の
人
々
は
、
貧
し

く
て
学
歴
は
な
く
と
も
、
人
と
し
て
の
慎

み
や
気
高
さ
な
ど
を
身
に
付
け
、
凛
と
し

た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

戦
後
の
教
育
方
針
～
政
府
＜
S
G
H
Q

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
九
月
十
五

日
、
文
部
省
は
い
ち
早
く
独
自
の
教
育
方

針
「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」
を
明
示

し
た
。
そ
こ
に
は
「
今
後
ノ
教
育
ハ
益
々
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国
体
ノ
護
持
二
努
ム
ル
ト
英
二
軍
国
的
思

想
及
施
策
ヲ
払
拭
シ
平
和
国
家
ノ
建
設
ヲ

目
途
ト
シ
テ
謙
虚
反
省
只
管
国
民
ノ
教
養

ヲ
深
メ
科
学
的
思
考
力
ヲ
養
イ
‥
・
世

界
ノ
進
運
二
貢
献
ス
ル
モ
ノ
タ
ラ
シ
メ
ン

ト
シ
テ
居
ル
」
と
あ
る
。
戦
い
に
は
敗
れ

た
が
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
軍
国

主
義
的
な
思
想
や
施
策
は
ぬ
ぐ
い
去
る
も

の
の
、
国
体
の
護
持
に
努
め
る
と
共
に
、

平
和
国
家
・
文
化
国
家
を
め
ざ
す
と
し
た

の
で
あ
る
。

当
時
の
文
部
大
臣
前
田
多
門
は
、
敗
戦

で
社
会
が
混
迷
す
る
中
、
東
京
女
子
高
等

師
範
学
校
で
「
今
日
〝
道
義
の
昂
揚
〟
と

い
う
こ
と
が
強
調
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
‥
　
‥
吾
人
は
改
め
て
教
育
勅
語
を

謹
読
し
、
そ
の
御
重
示
あ
ら
せ
ら
れ
し
所

に
心
の
整
理
を
行
な
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
存

じ
ま
す
。
教
育
勅
語
は
‥
　
‥
吾
々
が

忠
良
な
る
国
民
と
な
る
事
と
相
並
ん
で
、

よ
き
人
間
と
な
る
べ
き
こ
と
、
よ
き
父
母

で
あ
り
、
よ
き
子
供
で
あ
り
、
よ
き
夫
婦

で
あ
る
こ
と
を
御
示
し
に
な
っ
て
を
り
ま

す
」
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
教
育
の
大
方
針

は
皇
室
を
上
に
戴
き
、
教
育
勅
語
の
教
え

を
も
と
に
文
化
国
家
・
平
和
国
家
へ
の
道

に
邁
進
し
ょ
う
と
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
G
H
Q
（
連
合
軍
総
司

令
官
総
指
令
部
）
は
否
定
的
で
教
育
勅
語

な
ど
は
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
か
っ

た
が
、
一
部
に
そ
れ
を
養
護
す
る
動
き
も

あ
っ
た
。
C
I
E
　
（
民
間
情
報
教
育
局
）

の
民
間
人
顧
捜
ブ
ル
・
レ
氏
は
日
本
の
教

育
事
情
に
明
る
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新

し
い
時
代
に
即
し
た
「
新
教
育
勅
語
」
を

下
賜
す
る
の
が
よ
い
と
提
言
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
後
に
述
べ
る
よ
う
に
実

現
し
な
か
っ
た
。

G
H
Q
は
先
の
日
本
側
の
動
き
を
制
す

る
よ
う
に
、
同
年
十
月
二
十
二
日
「
日
本

教
育
制
度
二
対
す
る
管
理
政
策
二
関
ス
ル

件
二
十
月
三
十
日
「
教
員
及
教
育
関
係

官
ノ
調
査
、
除
外
認
可
二
関
ス
ル
件
」
を

発
表
し
、
軍
国
主
義
的
な
内
容
の
教
科
書

の
排
除
や
、
極
端
な
国
家
主
義
思
想
を
持

つ
も
の
を
教
職
か
ら
追
放
す
る
よ
う
指
示

し
て
き
た
。
戦
前
、
軍
国
主
義
・
国
家
主

義
を
教
え
た
教
職
員
の
公
職
追
放
を
始
め

た
の
で
あ
る
。
天
皇
擁
護
を
唱
え
た
だ
け

で
も
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
と
言
う
。

さ
ら
に
同
年
十
二
月
十
五
日
に
は
「
国

家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保

証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
ビ
ニ
弘
布
ノ

廃
止
二
関
ス
ル
件
等
」
　
（
神
道
指
令
）
、

十
二
月
三
十
一
日
「
修
身
、
日
本
歴
史
及

地
理
停
止
二
関
ス
ル
件
」
と
相
次
い
で
指

令
が
出
さ
れ
、
教
育
現
場
は
一
変
す
る
。

公
職
追
放
を
受
け
た
教
職
員
は
、
約
五

三
四
〇
人
、
政
界
・
財
界
・
言
論
界
含
め

る
と
約
二
十
万
人
の
者
が
公
職
の
立
場
か

ら
排
除
さ
れ
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
、
米

軍
は
ど
ん
な
所
へ
で
も
銃
を
持
っ
て
軍
用

ジ
ー
プ
で
乗
り
込
ん
で
行
っ
た
と
言
う
か

ら
、
当
時
の
厳
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

当
時
の
政
府
は
神
道
や
皇
室
は
、
本
来

軍
国
主
義
や
極
端
な
国
家
主
義
と
は
無
縁

の
も
の
と
し
て
、
平
和
国
家
・
文
化
国
家

建
設
の
基
礎
に
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し

て
、
G
H
Q
は
そ
れ
ら
が
軍
国
主
義
や
国

家
主
義
の
根
源
を
な
し
て
き
た
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
神
道
指

令
」
　
の
中
で
、
G
H
Q
は
〝
国
体
の
本
義

〟
　
〝
臣
民
の
道
〟
及
ビ
〝
神
道
〟
ニ
関
ス

ル
一
切
ノ
同
種
ノ
官
刊
行
ノ
図
書
、
注
釈

書
、
解
説
書
又
ハ
訓
令
を
禁
止
し
、
〝
大

東
亜
戦
争
〟
　
〝
八
紘
一
宇
〟
及
び
そ
の
他

の
語
句
の
使
用
も
禁
止
し
た
。

こ
う
い
う
流
れ
の
中
で
先
の
「
新
教
育

勅
語
」
　
の
奉
請
も
挫
折
し
て
い
っ
た
。

教
育
勅
語
の
排
除
へ

そ
の
後
、
G
H
Q
は
日
本
の
教
育
行
政

を
根
本
的
に
変
え
よ
う
と
し
て
、
昭
和
二

十
一
年
三
月
、
団
長
ジ
ョ
ー
ジ
・
D
・
ス

ト
ツ
ダ
ー
ド
博
士
以
下
二
十
七
名
の
ア
メ

リ
カ
教
育
使
節
団
を
日
本
に
派
遣
し
た
。

一
ケ
月
弱
と
い
う
短
期
間
に
、
日
本
の
教

育
を
民
主
化
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
に

関
し
て
調
査
し
、
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
教
育
勅
語
に
つ
い
て
「
儀
式
に
用

い
た
り
、
御
真
影
に
敬
礼
し
た
り
す
る
な

ら
わ
し
は
、
・
・
・
・
好
戦
的
な
国
家
主

義
の
目
的
の
た
め
に
役
立
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
手
段
の
使
用
と
結
び
つ
い
た
儀
式
は

個
性
の
発
達
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
民
主
的
な
日
本
に
お
け
る

公
共
の
指
令
に
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
る
」

と
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。

時
の
文
部
大
臣
田
中
新
太
郎
は
、
以
前

か
ら
「
新
し
い
文
教
方
針
は
教
育
勅
語
に

よ
る
」
　
「
そ
の
内
容
を
な
す
各
徳
目
は
お

お
む
ね
古
今
東
西
を
通
じ
て
変
ら
な
い
人

類
普
遍
の
道
徳
原
理
で
あ
り
、
従
っ
て
民

主
憲
法
の
下
に
お
い
て
も
教
育
の
資
料
と

し
て
十
分
役
立
ち
得
る
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
り
、
後
に
教
育
基
本
法
制
定
の

過
程
で
も
教
育
勅
語
擁
護
論
を
強
く
主
張

し
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
十
五
日
、
国
会
で

教
育
勅
語
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
田

中
文
相
は
そ
の
よ
う
な
擁
護
論
で
答
弁
を

し
た
。
そ
れ
が
翌
日
の
英
字
紙
「
ニ
ッ
ポ

ン
・
タ
イ
ム
ズ
」
に
載
り
、
G
H
Q
の
民

間
情
報
教
育
局
の
目
に
止
ま
っ
た
。
そ
こ

で
教
育
勅
語
の
廃
止
の
指
示
が
政
府
に
出

さ
れ
、
圧
力
が
か
け
ら
れ
た
の
で
お
る
。

同
年
十
月
、
と
う
と
う
「
勅
語
及
詔
書

等
の
取
扱
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
部
次
官

通
達
に
よ
っ
て
、
「
教
育
勅
語
を
以
て
我

が
国
教
育
の
唯
一
の
淵
源
と
な
す
従
来
の

考
え
を
去
っ
て
、
こ
れ
と
共
に
教
育
の
淵

源
を
広
く
古
今
東
西
の
倫
理
、
哲
学
、
宗

教
等
に
も
求
む
る
態
度
を
採
る
べ
き
こ

と
」
と
指
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
教
育

の
大
本
と
し
て
い
た
教
育
勅
語
の
価
値
が

弱
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も
極
東
軍
事
裁
判
で
国
民
は

戦
々
恐
々
と
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
↓
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昭
和
二
十
三
年
五
月
民
政
局
の
ケ
ー
デ

イ
ス
は
部
下
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
命
じ

て
、
衆
・
参
の
文
教
委
員
長
で
あ
っ
た
松

本
淳
進
と
田
中
耕
太
郎
に
対
し
て
教
育
勅

語
の
廃
止
を
強
硬
に
命
じ
て
き
た
。

そ
し
て
六
月
十
九
日
、
衆
議
院
で
　
「
教

育
勅
語
排
除
に
関
す
る
決
議
」
、
ま
た
同

日
に
参
議
院
に
お
い
て
「
教
育
勅
語
の
失

効
確
認
に
関
す
る
決
議
」
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
衆
議
院
で
の
排
除
の
理
由
は

①
詔
勅
の
理
念
が
主
権
在
君
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と

②
神
話
的
国
体
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

③
基
本
的
人
権
を
損
な
う
こ
と

④
国
際
信
義
に
対
し
て
疑
点
を
残
す
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
民
政
局
ケ
ー
デ

イ
ス
の
ね
ら
い
通
り
の
内
容
で
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
人
は
、
政
治
家
で
あ
っ
て

も
一
般
の
国
民
で
あ
っ
て
も
教
育
勅
語
が

身
に
つ
い
て
い
た
。
占
領
期
の
歴
代
の
文

部
大
臣
は
教
育
勅
語
と
教
育
基
本
法
を
補

完
的
に
扱
う
と
の
方
針
で
、
新
日
本
の
建

設
を
め
ざ
し
た
が
も
の
の
、
占
領
軍
の
圧

力
の
前
に
転
換
は
致
し
方
が
な
か
っ
た
。

教
育
勅
語
の
廃
止
と
そ
の
後

G
H
Q
が
天
皇
を
神
格
化
し
て
い
る
と

し
て
問
題
に
し
た
、
教
育
勅
語
の
文
言

「
皇
祖
皇
宗
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
二

徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
・
‥
」

「
我
が
臣
民
克
ク
忠
二
克
ク
孝
ニ
」

「
我
ガ
国
体
ノ
清
華
ニ
シ
テ
」

な
ど
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
革
命
の

な
い
国
柄
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

昭
和
天
皇
が
昭
和
二
十
一
年
元
旦
に
出

さ
れ
た
「
新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
勅
」

に
「
朕
ハ
爾
等
国
民
卜
英
二
在
り
、
常
二

利
害
ヲ
同
ジ
ウ
シ
休
戚
ヲ
分
タ
ン
ト
欲

ス
。
朕
卜
爾
等
国
民
ト
ノ
間
ノ
紐
帯
ハ
、

終
始
相
互
ノ
信
頼
卜
敬
愛
ト
ニ
依
リ
テ
結

バ
レ
、
単
ナ
ル
神
話
卜
伝
説
上
ニ
依
リ
テ

生
ゼ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
云
々
」
と
述
べ
ら

れ
た
の
も
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

天
皇
は
こ
の
詔
勅
を
発
せ
ら
れ
た
翌
月

か
ら
、
戦
争
で
荒
廃
し
た
全
国
各
地
を
巡

幸
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
を
皮
切
り
に
昭
和

二
十
九
年
の
北
海
道
を
最
後
と
し
て
足
か

け
八
年
半
、
多
く
の
遺
族
、
引
揚
者
、
戦

災
者
に
会
っ
て
慰
め
ら
れ
励
ま
さ
れ
た
。

総
日
数
は
百
六
十
五
日
に
及
ぶ
。
そ
れ
が

多
く
の
国
民
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
た
。

昭
和
六
十
四
年
一
月
、
昭
和
天
皇
の
崩

御
に
当
た
っ
て
、
文
芸
春
秋
篇
「
大
い
な

る
昭
和
」
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
評

論
家
福
田
恒
存
氏
は
、
「
〝
象
徴
〟
と
い

う
曖
昧
な
言
葉
は
、
動
機
は
ど
う
で
あ
ろ

う
と
も
、
結
果
と
し
て
は
天
皇
の
神
格
を

保
存
す
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。

戦
後
も
天
皇
は
〝
人
間
〟
に
な
っ
て
は
い

な
い
。
政
治
的
大
権
は
全
く
別
の
所
で
、

国
民
的
感
情
の
う
ち
で
は
天
皇
は
依
然
と

し
て
神
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ

の
通
り
で
あ
ろ
ー
㌔

教
育
勅
語
の
廃
止
な
ど
で
、
G
H
Q
が

目
指
し
た
天
皇
の
神
格
の
否
定
は
、
そ
の

意
味
で
は
実
現
し
て
い
な
い
。
国
民
が
祖

先
の
歴
史
を
今
で
も
誇
り
に
思
う
か
ぎ

り
、
そ
れ
は
今
で
も
脈
々
と
理
念
と
し
て

よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

昭
和
二
十
二
年
三
月
、
教
育
勅
語
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
教
育
基
本
法

は
人
格
主
義
、
個
人
主
義
を
柱
に
平
和
と

民
主
主
義
を
担
う
人
作
り
を
推
進
し
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
育
っ
た
人
々
は
教

育
勅
語
時
代
の
人
々
に
く
ら
べ
、
人
格
の

完
成
と
は
裏
腹
に
自
己
中
心
の
風
潮
が
広

が
り
、
他
人
や
社
会
に
尽
く
そ
う
と
す
る

精
神
を
失
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
残
念

な
が
ら
家
庭
や
地
域
の
絆
も
薄
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

教
育
勅
語
に
示
さ
れ
て
き
た
十
二
項
目

は
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
人
の
道
で
あ
り
、

今
後
、
国
民
道
徳
と
し
て
取
り
戻
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
勅
語
を
葬
り
去
っ
た
米
国
で
は
、

現
在
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
エ
デ
ユ
ケ
イ
シ
ョ

ン
（
品
格
教
育
）
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

各
学
校
で
「
誠
実
」
　
「
公
正
」
　
「
責
任
」

「
勇
気
」
な
ど
の
徳
目
を
月
の
目
標
に
決

め
、
毎
日
、
学
校
や
家
庭
で
実
践
・
反
省

し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
。
今
や

米
国
の
方
が
教
育
勅
語
の
徳
目
を
使
っ
て

熱
心
に
道
徳
教
育
を
し
て
い
る
。

今
こ
そ
、
戦
前
の
修
身
教
育
を
見
直
し
、

活
か
す
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
蟄
愚
議
会
飛
騨
支
部
事
務
局
長
浅
野
義
英
）

（
微
風
烈
風
）
老
人
は
安
定
を
、
若
者
は

変
化
を
求
め
る
。
と
こ
ろ
が
二
十
年
も
前

か
ら
、
就
職
面
接
で
「
御
社
は
安
定
し
て

い
る
」
を
志
望
動
機
に
挙
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
入
社
し
て
も
言
わ
れ
た
こ
と
し
か

で
き
な
い
指
示
待
ち
人
間
と
な
り
、
勢
い

他
人
頼
み
の
若
者
が
増
加
し
た
▲
し
か

し
、
中
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
旺
盛
な

若
者
も
い
る
。
県
内
の
高
校
卒
業
生
で
、

現
在
、
日
本
中
の
若
者
が
知
る
新
産
業
の

創
業
に
関
わ
っ
た
子
が
い
る
▲
彼
は
普
通

の
高
校
の
普
通
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
た
だ

親
孝
行
が
桁
外
れ
て
い
た
。
東
京
の
安
ア

パ
ー
ト
に
同
級
生
何
人
か
と
共
同
生
活
を

し
た
。
一
昔
な
ら
よ
く
あ
る
暮
ら
し
か
た

だ
。
仲
間
と
は
電
話
一
本
で
直
ぐ
に
集
ま

る
。
和
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
彼
等
は
一
所
懸
命
の
人
に
共
感
し

た
▲
仲
間
う
ち
の
一
人
が
新
し
い
事
業
を

立
ち
上
げ
た
。
世
間
の
人
が
全
く
関
心
を

寄
せ
て
い
な
か
っ
た
今
全
盛
の
ネ
ッ
ト
通

販
で
あ
る
。
当
時
、
本
人
は
こ
れ
は
い
け

る
と
確
信
を
も
っ
て
い
た
。
安
ア
パ
ー
ト

で
暮
ら
す
彼
等
は
収
入
の
多
少
を
気
に
し

な
い
。
貧
し
く
な
っ
た
ら
そ
の
時
の
よ
う

に
生
活
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
た
。
彼

ら
に
と
っ
て
お
金
は
結
果
で
あ
っ
て
目
的

で
は
な
か
っ
た
。
今
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
。
日
々
自
分
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え

て
行
動
し
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
▲

こ
の
会
社
は
現
在
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
大

手
の
ゾ
ゾ
タ
ウ
ン
を
運
営
し
て
い
る
。
Y


